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一

は
じ
め
に

二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
、
米
英
両
国
が
開
始
し
た
対
イ
ラ
ク
戦
争
に
つ
い
て
、
当
初
よ
り
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
そ
の
正
当
性
は
、

こ
の
間
完
全
に
破
綻
し
た
。
〇
四
年
一
月
、
ポ
ー
ル
・
オ
ニ
ー
ル
前
米
財
務
長
官
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
「
在
任
中
一
度
も
大

量
破
壊
兵
器
の
存
在
の
証
拠
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
は
見
な
か
っ
た
」
と
述
べ
れ
ば
、
米
政
府
イ
ラ
ク
大
量
破
壊
兵
器
調
査
団
の
デ
ビ

ッ
ド
・
ケ
イ
前
団
長
は
、
米
議
会
で
「
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
は
な
か
っ
た
」
と
証
言
し
た
。
七
月
九
日
に
は
、
米
上
院
情
報
特
別

委
員
会
が
五
二
一
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
膨
大
な
報
告
書
を
発
表
し
、
大
量
破
壊
兵
器
の
脅
威
が
あ
る
と
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
報
告
は
合
理
性
に
欠
け
、

フ
セ
イ
ン
政
権
と
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
関
係
に
関
し
て
も
証
拠
が
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
さ
ら
に
九
月
一
三
日
に
は
、
コ
リ
ン
・
パ
ウ
エ

ル
国
務
長
官
が
、
上
院
公
聴
会
で
大
量
破
壊
兵
器
発
見
の
断
念
を
表
明
、
一
〇
月
六
日
に
発
表
さ
れ
た
米
政
府
調
査
団
（
団
長
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ド
ル
フ
ァ
ー
Ｃ
Ｉ
Ａ
特
別
顧
問
）
の
正
式
報
告
も
、
イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
開
発
の
計
画
は
な
く
、
旧
フ
セ
イ
ン
政
権
が
テ

ロ
組
織
に
兵
器
や
情
報
を
提
供
し
た
証
拠
も
な
か
っ
た
と
最
終
的
に
確
認
す
る
に
至
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
テ
ロ
支
援
国
家
」、「
大
量
破
壊
兵
器
保
有
」
に
続
き
、
先
制
攻
撃
を
正
当
化
す
る
「
大
義
」
と
し
て
米
国
が
掲
げ
た

統
一
ド
イ
ツ
の
平
和
意
識

木

戸

衛
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の
は
、
イ
ラ
ク
の
「
民
主
化
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
〇
三
年
二
月
二
六
日
、
保
守
系
シ

ン
ク
タ
ン
ク
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
研
究
所
（
Ａ
Ｅ
Ｉ
）
主
催
の
夕
食
会
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
で
、
フ
セ
イ
ン
政
権
打
倒

後
の
「
イ
ラ
ク
民
主
化
構
想
」
な
る
も
の
を
打
ち
出
し
、「
イ
ラ
ク
新
政
権
の
実
現
は
、
中
東
の
他
国
を
勇
気
づ
け
、
自
由
の
手
本
と

な
る
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、「
民
主
的
価
値
観
の
拡
大
は
、
世
界
に
と
っ
て
明
確
な
利
益
」
に
な
る
と
確
言
し
、「
日

本
と
ド
イ
ツ
の
文
化
も
民
主
的
価
値
観
を
許
容
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
敗
戦
国

に
な
っ
た
両
国
を
、「
イ
ラ
ク
民
主
化
」
の
手
本
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
た
。

こ
の
よ
う
に
対
イ
ラ
ク
武
力
攻
撃
の
方
便
に
使
わ
れ
た
日
本
と
ド
イ
ツ
の
政
府
が
、
国
際
法
・
国
連
無
視
の
戦
争
に
対
し
て
と
っ
た

態
度
は
、
あ
ま
り
に
も
対
照
的
で
あ
っ
た
。
戦
争
放
棄
を
憲
法
で
定
め
て
い
る
日
本
の
政
府
は
、
平
和
的
解
決
の
追
求
と
い
う
外
交
の

基
本
的
姿
勢
を
放
擲
し
、「
初
め
に
戦
争
あ
り
き
」
と
呼
ぶ
べ
き
米
国
の
方
針
に
ひ
た
す
ら
追
随
し
た
。
小
泉
純
一
郎
首
相
は
、
実
際

に
攻
撃
が
始
ま
る
前
か
ら
、
こ
の
侵
略
戦
争
へ
の
支
持
を
繰
り
返
し
表
明
し
た
。

他
方
ド
イ
ツ
政
府
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
場
で
、
武
力
行
使
反
対
の
立
場
を
貫
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
と
連
携
し
な
が

ら
、
最
後
ま
で
査
察
継
続
を
決
然
と
主
張
し
た
こ
と
は
、「
帝
国
」
が
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
使
っ
て
近
代
国
際
法
体
系
を
破
壊
し
て
ゆ

く
こ
と
へ
の
危
機
感
か
ら
、
既
に
開
戦
前
に
高
揚
し
て
い
た
内
外
の
反
戦
世
論
に
強
く
支
持
さ
れ
、
こ
の
国
の
国
際
政
治
上
の
威
信
を

高
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
問
題
は
、
こ
の
事
実
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
安
直
に
「
平
和
国
家
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
政
治
的
な
思

惑
・
方
策
が
存
在
し
た
こ
と
に
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
が
、
表
向
き
の
態
度
と
は
別
に
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
の
か
を
検
証
す
る
。
次
い
で
、

イ
ラ
ク
戦
争
反
対
・
ド
イ
ツ
政
府
支
持
と
い
う
段
階
に
至
る
ま
で
、
外
交
・
安
全
保
障
問
題
に
関
す
る
国
内
の
世
論
が
い
か
な
る
変
遷

を
た
ど
っ
て
き
た
か
を
概
観
す
る
。
そ
こ
で
、
東
西
ド
イ
ツ
市
民
の
平
和
意
識
の
隔
た
り
を
確
認
し
た
う
え
で
、
数
的
に
は
圧
倒
的
少
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数
派
で
あ
る
東
独
的
価
値
観
に
、
平
和
的
手
段
に
よ
る
平
和
を
実
現
す
る
た
め
の
積
極
的
な
役
割
を
見
出
し
、
そ
の
淵
源
と
今
日
的
意

義
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

二

イ
ラ
ク
戦
争
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
二
重
戦
略

（
１
）「
帝
国
」
の
戦
争
遂
行
へ
の
実
質
的
支
援

ド
イ
ツ
の
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
は
、
二
〇
〇
二
年
連
邦
議
会
選
挙
と
密
接
に
関
係
す
る
。
九
月
二
二
日
の
投
票
を
控
え
、
劣
勢
を
伝
え

ら
れ
る
ゲ
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
（
社
会
民
主
党
�
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
が
、
起
死
回
生
を
狙
っ
て
イ
ラ
ク
反
戦
を
訴
え
た
の
で
あ

（
１
）

る
。
八
月
三
日
、
本
格
的
選
挙
戦
の
幕
開
け
で
、
彼
は
、「
政
治
的
結
果
を
考
え
ず
、
中
東
全
域
の
政
治
構
想
も
持
た
ず
に
、
今
イ
ラ

ク
で
の
戦
争
を
論
じ
る
こ
と
に
は
警
告
を
発
す
る
し
か
な
い
」
と
米
国
の
戦
争
計
画
を
手
厳
し
く
批
判
し
、
ド
イ
ツ
内
外
を
驚
愕
さ
せ

た
。
副
首
相
で
あ
る
ヨ
シ
ュ
カ
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
外
相
（
９０
年
連
合
／
緑
の
党
）
も
、
同
日
、
第
二
テ
レ
ビ
（
Ｚ
Ｄ
Ｆ
）
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
、「
武
力
介
入
に
よ
り
バ
グ
ダ
ー
ド
に
政
権
交
代
を
も
た
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
誤
っ
た
優
先
順
位
だ
」
と

明
言
し
た
。

エ
ル
ベ
川
の
氾
濫
に
政
府
が
迅
速
に
対
処
し
た
こ
と
に
加
え
、
与
党
が
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
を
公
約
の
中
心
に
据
え
た
こ
と
で
、
二
大

国
民
政
党
の
支
持
率
は
、
選
挙
戦
終
盤
に
急
激
に
変
化
し
た
（
図
１（
２
）

）。
八
月
二
五
日
と
九
月
八
日
、
ド
イ
ツ
総
選
挙
史
上
初
め
て
行

わ
れ
た
首
相
候
補
同
士
の
テ
レ
ビ
討
論
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
が
反
戦
の
姿
勢
を
、
保
守
派
エ
ド
ム
ン
ト
・
シ
ュ
ト
イ
バ
ー
・
バ
イ
エ
ル

ン
州
首
相
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
�
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
と
異
な
り
明
快
に
打
ち
出
し
た
こ
と
も
、
功
を
奏
し
た
。
九
月
第
二
週
の
調
査
で
は
、

ド
イ
ツ
の
イ
ラ
ク
参
戦
に
関
し
、
無
条
件
の
賛
成
は
わ
ず
か
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
連
の
委
託
を
条
件
と
す
る
賛
成
は
四
五
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
絶
対
反
対
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。

統一ドイツの平和意識
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９０
年
連
合
／
緑
の
党
の
善
戦
も
あ
り
、「
赤
緑
連
合
」
は
、
こ

う
し
て
政
権
維
持
に
辛
く
も
成
功
し
た
。
投
票
日
直
前
、
ヘ
ル
タ

・
ド
イ
ブ
ラ
ー
�
グ
メ
リ
ー
ン
法
相
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
が
、
ブ
ッ
シ
ュ

米
大
統
領
を
ヒ
ト
ラ
ー
に
な
ぞ
ら
え
た
と
報
じ
ら
れ
、
留
任
断
念

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
起
こ
っ
た
が
、
そ
れ
も
与
党

に
と
っ
て
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、

内
政
問
題
か
ら
国
民
の
目
を
逸
ら
す
た
め
に
他
国
を
攻
撃
し
よ
う

と
す
る
両
者
の
手
口
が
似
て
い
る
と
発
言
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

当
否
は
と
も
か
く
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
路
線
を
軍

事
的
・
警
察
的
に
推
進
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
に

あ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
人
権
抑
圧
を
受
け
入
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
中
産
階
級
と
同
様
、

今
日
の
中
産
階
級
も
、
テ
ロ
へ
の
恐
怖
や
発
展
途
上
国
か
ら
の

「
不
法
」
移
民
労
働
者
へ
の
不
安
か
ら
、
そ
れ
に
よ
る
人
権
抑
圧

を
受
忍
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
き
わ
め
て
重
要
と
思
わ
れ（
３
）

る
。

二
〇
〇
三
年
に
入
り
、
ド
イ
ツ
は
、
引
き
続
き
米
国
の
戦
争
政

策
に
異
を
唱
え
つ
つ
も
、
そ
の
立
場
を
、「
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
参

加
は
な
い
」
か
ら
「
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
積
極
的
参
加
は
な
い
」
へ

図１ ２００２年連邦議会選挙終盤における二大国民政党支持率の推移

８―I は８月第１週の意
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と
、
微
妙
に
変
化
さ
せ（
４
）

た
。
と
い
う
の
も
、
前
年
一
一
月
二
一
〜
二
二
日
、
プ
ラ
ハ
で
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
談
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首

相
は
、
米
軍
に
よ
る
在
独
軍
事
基
地
の
使
用
、
ド
イ
ツ
領
空
の
通
過
を
容
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
一
二
月
一
一
日
、
Ｚ
Ｄ
Ｆ
に

対
し
、「
同
盟
国
の
移
動
の
自
由
を
制
限
で
き
な
い
し
、
仮
に
で
き
て
も
制
限
は
し
な
い
」
と
言
明
し
た
。

イ
ラ
ク
侵
攻
の
準
備
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ラ
ム
シ
ュ
タ
イ
ン
、
シ
ュ
パ
ン
ク
ダ
ー
レ
ム
の
在
独
米
軍
基
地
で
進
め
ら
れ
た
。
英

軍
は
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
�
ラ
ン
ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
飛
行
場
と
し
て
利
用
し
た
。
ま
た
、
ブ
レ
ー
メ
ン
、
ブ
レ
ー
マ
ー
ハ
ー
フ
ェ
ン
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
港
か
ら
も
、
湾
岸
地
域
向
け
に
軍
需
物
資
が
送
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
に
駐
留
す
る
米
兵
七
万
一
〇
〇
〇
人
、
英
兵
二
万

三
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
半
数
が
中
東
に
移
動
し
た
と
言
わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
ク
の
北
東
、
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
ヴ

ェ
ー
ル
に
あ
る
欧
州
最
大
の
米
軍
演
習
場
で
は
、
二
〇
〇
三
年
一
月
末
か
ら
二
月
初
め
に
か
け
て
、
対
イ
ラ
ク
戦
争
を
睨
ん
だ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。

法
曹
界
か
ら
は
、
侵
略
国
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
領
土
で
侵
略
国
の
戦
争
関
連
行
為
を
黙
認
、
あ
る
い
は
支
援
す
る
国
家
も
、
国
際
法

に
違
反
す
る
と
の
見
地
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
は
こ
う
し
た
戦
争
準
備
の
輸
送
等
を
禁
じ
る
義
務
が
あ
る
と
の
声
も
挙
が
っ
た
が
、
シ
ュ
レ

ー
ダ
ー
政
権
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
中
も
、
在
独
軍
事
基
地
は
、
ト
ル
コ
に
あ
る
基
地
と
と
も
に
、
戦
争

遂
行
の
中
心
的
な
戦
略
的
意
義
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
軍
の
新
た
な
任
務
と
し
て
、
在
独
米
軍
施
設
の
警
備
が
加
わ
っ
た
。
た
だ
し
、
〇
三
年
一
月
二
四
日
以
降
、
連

邦
軍
兵
士
七
〇
〇
〇
名
が
、
二
年
間
、
約
一
〇
〇
カ
所
の
在
独
米
軍
施
設
全
部
を
警
護
す
る
と
い
う
当
初
の
目
論
見
は
修
正
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
二
六
〇
〇
名
が
五
九
施
設
を
警
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
よ
り
直
接
的
な
戦
争
加
担
と
し
て
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
駐
留
す
る
対
Ａ
Ｂ
Ｃ
兵
器
部
隊
の
増
強
、
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
哨
戒
機
の

ト
ル
コ
派
遣
、
イ
ラ
ク
戦
争
で
負
傷
し
た
米
兵
の
連
邦
軍
エ
ア
バ
ス
に
よ
る
輸
送
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
、
外

統一ドイツの平和意識
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交
的
次
元
で
は
戦
争
に
反
対
し
な
が
ら
、
軍
事
面
で
は
侵
略
者
を
多
角
的
に
支
援
す
る
と
い
う
二
重
戦
略
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
目
的
が
戦
後
復
興
事
業
へ
の
参
画
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
２
）
知
ら
れ
ざ
る
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
計
画
」

他
方
、
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
、
イ
ラ
ク
を
事
実
上
国
連
の
保
護
領
と
す
る
計
画
も
練
っ
て
い
た
。
米
英
に
よ
る
イ
ラ
ク
侵

攻
の
約
一
カ
月
前
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
外
相
が
議
長
を
務
め
た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
、
ド
ミ
ニ
ク
・
ド
ヴ
ィ
ル
パ
ン
仏
外
相
が
「
戦

争
と
占
領
と
蛮
行
を
体
験
し
た
古
い
国
」
と
し
て
、
国
連
に
お
け
る
理
想
と
良
心
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
査
察
継
続
を
訴
え
、
議
場
後

方
の
各
国
外
交
官
か
ら
総
立
ち
の
拍
手
を
浴
び
た
（
二
月
一
四
日
）
頃
、
両
国
は
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
計
画
」
を
画
策
し
て
い

（
５
）

た
。
そ
れ
は
、

・
査
察
団
メ
ン
バ
ー
の
三
倍
増

・
仏
独
米
に
よ
る
空
中
偵
察
活
動

・
飛
行
禁
止
区
域
の
イ
ラ
ク
全
土
へ
の
拡
大

・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
武
装
解
除
を
現
場
で
監
視
す
る
国
連
恒
久
調
整
官
の
設
置

・
原
油
横
流
し
を
阻
む
た
め
の
隣
国
と
の
協
定
や
、
先
進
国
へ
の
輸
出
規
制
の
強
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
違
反
へ
の
制
裁

・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
決
議
違
反
・
人
権
侵
害
に
関
す
る
国
連
特
別
法
廷
の
設
置

・
国
連
平
和
維
持
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
の
管
理
、
査
察
官
へ
の
同
行
、
街
頭
で
の
歩
哨
、
疑
わ
し
い
輸
送
の
取
り
締
ま
り

を
骨
子
と
し
た
。

な
る
ほ
ど
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
計
画
」
は
、
ひ
た
す
ら
一
方
的
武
力
行
使
に
突
き
進
む
米
国
の
路
線
と
は
異
な
り
、
国
連
の
多
国
間
主
義

論 説
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に
立
脚
は
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
当
初
か
ら
イ
ラ
ク
側
の
同
意
を
求
め
な
い
、
対
等
性
・
平
等
性
無
視
の
政
策
で
あ
っ
た
。
そ

こ
に
は
、
欧
米
流
統
治
モ
デ
ル
の
優
越
性
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
精
神
的
態
度
も
垣
間
見
え
る
。
し
か
も
、
仮
に
国
連
平
和
維
持
軍
の
イ

ラ
ク
進
駐
を
認
め
る
安
保
理
決
議
を
フ
セ
イ
ン
政
権
が
拒
否
す
れ
ば
、
米
軍
に
よ
る
攻
撃
が
是
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
際
的
な

反
戦
世
論
を
後
ろ
盾
と
し
た
独
仏
両
政
府
に
と
っ
て
、「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
計
画
」
が
結
果
的
に
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
の
は
幸
い
だ
っ
た

と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
裏
面
は
確
認
し
つ
つ
も
、「
赤
緑
連
合
」
が
国
民
の
平
和
意
識
に
訴
え
て
選
挙
戦
に
勝
利
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
や
は

り
大
き
い
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
戦
争
と
平
和
の
問
題
に
直
接
関
わ
る
テ
ー
マ
に
即
し
て
、
一
九
九
〇
年
の
統

一
以
後
、
ド
イ
ツ
世
論
が
ど
う
推
移
し
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

三

平
和
を
め
ぐ
る
東
西
世
論
の
懸
隔

二
〇
〇
三
年
四
月
四
日
に
放
送
さ
れ
た
第
一
テ
レ
ビ
（
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
市
民

の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
イ
ラ
ク
戦
争
を
「
不
当
」
と
断
罪
し
、「
正
当
」
と
見
な
し
た
の
は
わ
ず
か
一
四
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ（
６
）

た
。
こ
れ
を
東
西
別
に
見
る
と
、
戦
争
反
対
派
は
西
独
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
独

八
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
ど
ち
ら
も
圧
倒
的
多
数
に
は
違
い
な
い
が
、
九
ポ
イ
ン
ト
の
差
を
め
ぐ
っ
て
は
、

評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
数
値
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
段
階
に
至
っ
て
、
平

和
に
関
す
る
東
西
ド
イ
ツ
の
世
論
が
著
し
く
接
近
し
た
、
よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
、
西
の
世
論
が
東
に
近
づ

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

表１ 統一ドイツの同盟関係に関する

国内世論（１９９０年６月）

東

３１％

５１％

西

５２％

３２％

NATO残留

中立は可能

統一ドイツの平和意識
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（
１
）
統
一
直
後
か
ら
の
落
差

そ
も
そ
も
、
ド
イ
ツ
統
一
の
国
際
的
枠
組
み
を
定
め
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
２
＋
４
条
約
」（
一
九
九
〇
年

九
月
一
二
日
モ
ス
ク
ワ
で
調
印
。
正
式
に
は
「
ド
イ
ツ
問
題
の
最
終
解
決
に
関
す
る
条
約
」）
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
統
一
ド
イ
ツ
は
「
憲
法
と
国
連
憲
章
が
一
致
し
た
場
合
を
除
き
、
武
力
を
行
使
し
な
い
こ
と
を
宣
言
」
し

（
第
二
条
）、
ま
た
国
防
力
に
関
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
兵
器
を
製
造
・
保
有
・
管
理
せ
ず
、
兵
力
を
東
西
合
計
六
〇

万
人
弱
か
ら
三
七
万
人
ま
で
に
削
減
す
る
と
約
束
し
た
（
第
三
条
）。
他
方
で
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ

が
同
盟
に
加
わ
る
権
利
は
規
制
さ
れ
な
い
と
し
て（
第
六
条
）、
統
一
ド
イ
ツ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
残
留
が
認
め
ら
れ
た
。

一
方
、
ド
イ
ツ
の
国
民
世
論
は
、
統
一
後
の
ド
イ
ツ
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
中
立
を
志

向
す
べ
き
か
で
、
東
西
で
対
照
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
た
（
表
１（
７
）

）。
ま
た
、「
制
服
を
着
た
市
民
」
と
称
さ
れ

る
連
邦
軍
の
新
兵
補
充
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
も
、
東
西
の
世
論
は
、
当
初
ほ
と
ん
ど
正
反
対
の
傾
向
を
示
し
、

そ
の
後
も
東
は
徴
兵
制
廃
止
を
主
張
す
る
割
合
で
、
常
に
西
を
上
回
っ
た
（
表
２（
８
）

）。

一
九
九
一
年
一
月
一
六
日
に
始
ま
っ
た
湾
岸
戦
争
は
、
統
一
直
後
の
ド
イ
ツ
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

開
戦
前
後
か
ら
若
者
を
中
心
に
、「
石
油
の
た
め
に
血
を
流
す
な
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
反
戦
運
動
が
活

発
化
し
た
。
国
内
に
は
、「
迫
り
来
る
終
末
、
世
界
の
滅
亡
、
軍
事
行
動
と
環
境
破
壊
に
よ
る
世
界
の
終
焉
を

憂
う
声
が
巷
に
あ
ふ
れ
て
い
た
」
と
い（
９
）

う
。
事
実
、
九
一
年
二
月
現
在
、
東
独
市
民
の
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
西

独
市
民
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
湾
岸
戦
争
か
ら
不
安
を
覚
え
る
と
答
え
て
い（
１０
）

る
。

戦
争
終
結
後
、
ド
イ
ツ
は
、
九
〇
億
ド
ル
も
の
戦
費
負
担
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
面
で
の
不
貢
献

を
米
国
な
ど
か
ら
強
く
批
判
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
戦
争
拒
否
と
西
側
同
盟
と
い
う
戦
後
西
独
が
保
持
し
て
き
た

表２ 徴兵制をめぐるドイツ世論

東

００．６

４３％

４１％

９５．４

５２％

３５％

９１．１１

３４％

４９％

９１．３

３４％

５６％

西

００．６

４８％

４０％

９５．４

５５％

２９％

９１．１１

３８％

４８％

９１．３

５０％

３６％

維持すべき

廃止すべき

論 説
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二
大
原
則
の
間
で
、
重
大
な
ジ
レ
ン
マ
が
生
じ
た
。
湾
岸

戦
争
で
、
ド
イ
ツ
企
業
が
イ
ラ
ク
に
売
り
込
ん
だ
毒
ガ
ス

が
ス
カ
ッ
ド
・
ミ
サ
イ
ル
で
イ
ス
ラ
エ
ル
に
放
た
れ
る
と

い
う
報
道
は
、
戦
後
ド
イ
ツ
人
の
「
原
罪
」
意
識
を
刺
激

し
、「
ク
ウ
ェ
ー
ト
解
放
」
と
い
う
「
大
義
」
と
あ
い
ま

っ
て
、
反
戦
の
気
運
に
冷
水
を
浴
び
せ
た
。

こ
こ
で
も
、
東
と
西
の
政
治
的
態
度
は
対
照
的
で
あ
っ

た
。
西
で
は
、「
歴
史
の
経
験
に
照
ら
し
て
、
サ
ダ
ム
・

フ
セ
イ
ン
打
倒
に
寄
与
す
る
の
が
ド
イ
ツ
人
の
道
義
的
義

務
だ
」
と
考
え
る
市
民
が
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、

「
米
国
支
援
は
道
義
的
義
務
に
当
た
ら
な
い
」
と
考
え
る

三
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
凌
駕
し
た
が
、
東
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三

二
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
反
対
の
傾
向
を

示
し（
１１
）

た
。
よ
り
一
般
的
に
、
歴
史
の
教
訓
と
し
て
、
ド
イ

ツ
は
戦
争
不
参
加
と
独
裁
者
撲
滅
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ

き
か
に
つ
い
て
も
、
西
で
は
そ
れ
ぞ
れ
三
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ（
１２
）

た
。
湾
岸
戦
争
自
体
に
対

表３ 湾岸戦争に関するドイツ世論（１９９１年２月）

東

６１％

６４％

４３％

５７％

３１％

３５％

２６％

５３％

２０％

２６％

４０％

３７％

１７％

３７％

２０％

３５％

西

７３％

７１％

５８％

５４％

５０％

４８％

４６％

４１％

３９％

３５％

２９％

２３％

２３％

２３％

２１％

２６％

フセインは権力欲から自国民を犠牲にしている。

戦争は環境破壊を引き起こし、皆が敗者となる。

戦争はすべてサダム・フセインのせいだ。

ドイツの毒ガスがイスラエルを脅かしているので、私は恥ずかしい。

世界は今団結し、連合軍を支持する必要がある。

経済制裁ではフセインを抑えられず、戦争は不可避だった。

時々で戦争を進めたりサボったりすれば、ドイツは誰からも好かれない。

戦争は政治の手段ではなく、政治家たちは交渉のテーブルに戻るべきだ。

イスラエルの存続がかかっており、今は同国を支持すべきだ。

ドイツ人こそ、フセインのような独裁者の失脚に全力を尽くすべきだ。

米軍の爆弾は、やはり主に民間人に落とされている。

米国にとって湾岸地域で重要なのは、石油だけだ。

サダムの軍拡は出来ても、被害の除去の場合は自重すべきだ。

湾岸戦争は即時無条件で終わらせるべきだ。

ドイツはこの危機で嘆かわしい態度をとっている。

どんな場合でも関与せず、連合軍を資金でも支援すべきでない。

統一ドイツの平和意識

（阪大法学）５４（４―２９）９８５〔２００４．１１〕



す
る
見
方
も
、
西
で
は
多
国
籍
軍
支
持
、
同
盟
へ
の
忠
誠
を
重
視
す
る
意
見
が
目
立
っ
た
が
、
東
で
は
、
紛
争
の
政
治
的
解
決
を
望
み
、

民
間
人
の
犠
牲
を
悼
む
声
が
比
較
的
多
数
を
占
め
た
（
表
３（
１３
）

）。

東
西
世
論
の
ズ
レ
を
象
徴
す
る
人
物
と
し
て
は
、
西
独
の
代
表
的
評
論
家
ハ
ン
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
・
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
と
、
東

独
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ニ
コ
ラ
イ
教
会
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ュ
ー
ラ
ー
牧
師
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元
来
批
判
的
知
識
人
の
一
人
に
数
え

ら
れ
て
い
た
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
は
、
週
刊
誌
『
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
一
九
九
一
年
二
月
四
日
号
に
、
フ
セ
イ
ン
を
純
粋
な
殺
戮
者

と
い
う
意
味
で
ヒ
ト
ラ
ー
の
再
来
と
位
置
づ
け
、
多
国
籍
軍
の
攻
撃
を
支
持
し
、「
反
米
主
義
」
の
反
戦
運
動
に
非
難
を
浴
び
せ
た
。

他
方
、「
武
器
な
し
に
平
和
を
創
造
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
一
九
八
〇
年
の
平
和
旬
間
に
生
ま
れ
た
ニ
コ
ラ
イ
教
会
の
「
平
和
の

祈
り
」
を
八
二
年
よ
り
毎
週
月
曜
日
に
開
催
し
、「
万
人
に
開
か
れ
た
」
教
会
か
ら
発
生
し
た
「
月
曜
デ
モ
」
を
通
じ
て
、
一
九
八
九

年
東
独
国
家
（
Ｄ
Ｄ
Ｒ
）
に
お
け
る
「
平
和
革
命
」
の
導
火
線
的
な
役
割
を
果
た
し
た
フ
ュ
ー
ラ
ー
牧
師
は
、「
非
暴
力
」
の
意
義
を

想
起
さ
せ
、
戦
争
反
対
の
運
動
を
精
力
的
に
組
織
し
た
。

湾
岸
戦
争
を
経
て
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ー
ル
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
�
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
政
権
は
、
国
連
の
平
和
維
持
活
動
に
連
邦
軍
を

参
加
さ
せ
る
方
向
に
方
針
を
転
換
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ド
イ
ツ
の
世
論
は
一
九
九
二
年
三
月
現
在
、
西
で
は
、「
ド
イ
ツ
も
国
連
平

和
維
持
軍
に
参
加
し
て
責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
相
対
的
に
多
数
（
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
、「
自
国
の
歴
史
に

鑑
み
、
平
和
維
持
軍
に
は
参
加
せ
ず
、
経
済
的
・
政
治
的
な
影
響
力
の
行
使
に
と
ど
め
る
べ
き
だ
」（
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
相
当
上

回
っ
た
が
、
東
で
は
、
後
者
が
過
半
数
（
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
、
前
者
（
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
倍
以
上
引
き
離
し
（
１４
）

た
。

（
２
）
本
格
化
す
る
連
邦
軍
派
兵
を
め
ぐ
っ
て

ド
イ
ツ
の
軍
事
的
「
国
際
貢
献
」
は
、
一
九
九
四
年
七
月
一
二
日
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
。

論 説
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す
な
わ
ち
、
同
裁
判
所
は
、
連
邦
議
会
の
過
半
数
の
賛
成
を
条
件
と
し
つ
つ
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
域

外
へ
の
連
邦
軍
派
兵
（
い
わ
ゆ
るou
t

of
area

）
に
合
憲
の
判
決
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
受
け
、
政
府
は
早
速
、
国
連
の
対
新
ユ
ー
ゴ
経
済
制
裁
を
監
視
す
る
た
め
ア
ド
リ
ア
海
に

派
遣
し
て
い
る
海
軍
に
武
力
行
使
を
認
め
る
閣
議
決
定
を
行
い
、
議
会
の
承
認
を
得
た
。
翌
年

六
月
三
〇
日
、
連
邦
議
会
は
、
初
の
連
邦
軍
域
外
派
兵
で
あ
る
ボ
ス
ニ
ア
派
兵
を
、
賛
成
三
八

六
票
、
反
対
二
五
八
票
、
棄
権
一
一
票
で
可
決
し
た
。

海
外
派
兵
の
容
認
に
向
け
、
政
治
姿
勢
を
最
も
変
化
さ
せ
た
政
党
は
、
結
党
時
「
非
暴
力
」

を
基
本
原
則
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
た
９０
年
連
合
／
緑
の
党
で
あ
っ
た
。
一
九
九
五
年
一
二
月
二

日
の
ブ
レ
ー
メ
ン
党
大
会
は
、
ボ
ス
ニ
ア
戦
争
に
関
連
し
、
連
邦
軍
の
国
連
平
和
維
持
活
動
へ

の
参
加
を
肯
定
し
た
。
ま
た
、
民
族
虐
殺
・
婦
女
暴
行
阻
止
の
た
め
に
武
力
行
使
を
認
め
る
案

は
、
否
決
は
さ
れ
た
も
の
の
、
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
賛
成
を
集
め
た
。
四
日
後
の
連
邦
議
会
で

も
、
同
党
の
一
部
議
員
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
重
装
備
の
ボ
ス
ニ
ア
平
和
履
行

軍
（
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
へ
の
ド
イ
ツ
の
参
加
を
支
持
し
、
全
体
と
し
て
は
賛
成
五
四
三
票
、
反
対
一

〇
七
票
、
棄
権
六
票
で
、
政
府
案
が
承
認
さ
れ
た
。

し
か
し
一
般
の
世
論
は
、
こ
の
時
期
な
お
、
ボ
ス
ニ
ア
で
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
戦
闘
行
為
に
ド
イ

ツ
も
参
加
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
湾
岸
地
域
で
新
た
な
紛
争
が
起
こ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
派

遣
さ
れ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
も
同
じ
義
務
を
負
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
な
お
東
西
で
分

裂
し
て
い
た
（
表
４（
１５
）

）。
一
九
九
五
年
七
月
二
六
日
、
国
連
よ
り
空
爆
権
限
を
委
譲
さ
れ
、
Ｎ

表４ NATO軍のボスニア・湾岸地域介入に

連邦軍が参加することをめぐるドイツ世

論（１９９５年９月・１９９６年９月）

表５ NATO軍のボスニア

空爆に対するドイツ

世論（１９９５年９月）

東

２５％

６４％

３９％

４６％

西

５０％

３８％

５３％

２９％

全独

４５％

４３％

５０％

３２％

参加すべきだ

参加すべきでない

参加すべきだ

参加すべきでない

ボスニア

湾岸地域

東

３１％

５２％

西

５６％

２８％

全独

５１％

３３％

歓迎する

間違いだ

統一ドイツの平和意識
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Ａ
Ｔ
Ｏ
が
八
月
三
〇
日
未
明
に
開
始

し
た
ボ
ス
ニ
ア
・
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力

支
配
地
域
へ
の
空
爆
に
対
し
て
も
、

西
で
は
過
半
数
が
「
支
持
」、
東
で

は
過
半
数
が
「
不
支
持
」
で
あ
っ
た

（
表
５（
１６
）

）。

そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
一
年
後
の
一
九
九

六
年
七
月
時
点
で
も
、
国
連
の
委
任

に
よ
る
連
邦
軍
出
動
の
あ
り
か
た
を

め
ぐ
っ
て
、
東
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
出

動
地
域
以
外
の
行
動
は
控
え
る
べ
き

だ
と
い
う
意
見
が
、
西
よ
り
は
る
か
に
多
か
っ
た
（
表
６（
１７
）

）。
同
じ
時
期
、
ド
イ
ツ
人
が
今
後
も

平
和
で
暮
ら
せ
る
た
め
の
要
件
を
問
わ
れ
、
東
独
市
民
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
帰
属
や
対
米
関
係
に
対
す

る
逡
巡
を
示
し
た
（
表
７（
１８
）

）。

（
３
）
コ
ソ
ヴ
ォ
か
ら
ア
フ
ガ
ン
へ

冷
戦
後
の
世
界
で
は
、
と
り
わ
け
近
年
、
大
国
に
よ
る
一
方
的
な
武
力
行
使
が
目
立
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
三
月
に
は
、
コ
ソ
ヴ
ォ
に
お
け
る
「
人
道
的
危
機
」
を
理
由
に
、
国
連
の
承
認
を
経

表６ 国連の委任による連邦軍出動のありかたをめぐるドイツ世論

表７ ドイツの平和確保にとって重要なこと

がら（１９９６年７月）

東

５４％

４１％

５５％

４２％

３３％

３７％

４２％

２８％

３３％

１９％

西

６４％

５７％

５２％

４４％

４４％

３７％

３２％

３２％

２９％

１８％

全独

６２％

５４％

５２％

４４％

４１％

３７％

３４％

３１％

２９％

１８％

NATO加盟国であること

アメリカとの良好な関係

欧州統合の進展

国連

ロシアとの良好な関係

ロシア情勢の安定

東欧における戦争の終結

連邦軍

東欧諸国の経済好転

低開発諸国への援助

全 独 西 東

連邦軍は、国連が委任した出動に、
NATO指揮下で無制限に参加すべき

１８％ ２９％ ３７％ ３２％ ４０％ １９％ ２８％

９２ ９６．７ ００．８ ９６．７ ００．８ ９６．７ ００．８

NATO出動地域以外の行動に、連邦
軍は関与すべきでない

連邦軍は、国連が委任した出撃でなく、
平和維持の出動にのみ参加すべき

４１％

３０％

４４％

１８％

３２％

２０％ １４％

４５％

１９％

３２％ ３９％

３２％

３２％

２６％

論 説
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な
い
ま
ま
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
を
空
爆
し
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
に
は
、「
９
・
１１
」
に
対
す

る
「
自
衛
権
の
行
使
」
と
い
う
名
目
で
、
米
英
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
攻
撃
し
た
。

ユ
ー
ゴ
空
爆
は
、
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
め
て
公
式
に
行
わ
れ
た
実
戦
参
加
で
あ
っ
た
。

よ
り
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
反
戦
・
平
和
運
動
と
繋
が
り
の
深
い「
赤
緑
連
合
」が
、
国
連
を
無
視
し
た
戦
争
に

加
担
し
た
こ
と
の
衝
撃
は
大
き
く
、
国
際
法
、
基
本
法
第
二
六（
１９
）

条
、
刑
法
第
八
〇（
２０
）

条
に
違
反
し
た
廉
で
、
首
相

・
外
相
・
国
防
相
を
告
発
す
る
動
き
が
相
次
い（
２１
）

だ
。
五
月
一
三
日
、
９０
年
連

合
／
緑
の
党
の
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
臨
時
党
大
会
で
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
外
相

の
右
耳
に
赤
い
絵
の
具
入
り
の
風
船
が
ぶ
つ
け
ら
れ
る
騒
ぎ
も
起
こ
っ（
２２
）

た
。

こ
の
未
曾
有
の
事
態
に
対
す
る
国
内
の
反
応
も
、
東
西
で
正
反
対
で
あ
っ

た
。
ユ
ー
ゴ
空
爆
に
対
し
、
西
独
市
民
の
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
賛
成
し
た
が
、

東
独
市
民
は
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
反
対
し
た
（
賛
成
は
四
〇
パ
ー
セ
ン

ト（
２３
）

）。
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
に
お
け
る
ド
イ
ツ
政
府
の
態
度
に
つ
い
て
も
、
一
九

九
九
年
四
月
現
在
、
西
は
支
持
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
支
持
二
〇
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
が
、
東
で
は
不
支
持
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
支
持
二
七
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ（
２４
）

た
。

コ
ソ
ヴ
ォ
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
介
入
の
仕
方
や
、「
人
道
的
介
入
」
そ

の
も
の
の
是
非
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
東
西
の
見
解
は
鋭
く
対

立
し
た
（
表
８
・
表（
２５
）（
２６
）

９
）。
二
〇
〇
二
年
一
月
時
点
で
も
、
西
独
市
民
で
は
、

表８ NATOのコソヴォ介入の仕方をめぐるドイツ世論（１９９９年５月）

表９ NATOのあり方をめぐる東西ドイツ世論の隔た

り（１９９９年６月）

東

２６％

５５％

２４％

３２％

西

５２％

３１％

４８％

１３％

全独

４７％

３６％

４３％

１７％

人道的介入も NATOの任務だ

NATOは純粋な防衛同盟であるべきだ

NATOはより利益をもたらす

NATOはより不利益をもたらす

東

９％

２５％

５７％

西

１８％

４６％

２４％

全独

１６％

４２％

３１％

最初から地上軍も投入すべきだった。空爆だけで目的は達せられない。

空爆で十分。地上軍の投入は危険すぎる。

空爆ですらやりすぎ。NATOは軍事介入してはならなかった。

統一ドイツの平和意識
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Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
信
頼
派
が
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
信
派
が
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
だ
が
、
東
独
市
民
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
基
本
的
な
構
図
に
変
化
は
見
ら
れ
な（
２７
）

い
。

「
９
・
１１
」
は
、
ド
イ
ツ
社
会
に
も
多
大
の
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
応
と
し
て
、

西
で
は
、「
欧
州
諸
国
な
ど
も
米
国
と
共
同
で
対
抗
措
置
を
と
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
多
数
だ

っ
た
の
に
対
し
、
東
で
は
以
前
と
同
様
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
声
が
多
か
っ
た（
表
１０（
２８
）

）。

実
際
に
一
〇
月
七
日
に
始
ま
っ
た
米
英
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
に
つ
い
て
も
、
西
が
同
情
的
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
東
は
批
判
的
で
あ
っ
た
（
表
１１（
２９
）

）。
「
９
・
１１
」
を
受
け
て
米
国
へ
の
「
無
制

限
の
連
帯
」
を
表
明
し
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
は
、
一
一
月
一
六
日
、
自
ら
の
信
任
問
題
と
絡
め
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
派
兵
の
是
非
を
連
邦
議
会
の
採
決
に
付
託
し
た
。

派
兵
問
題
と
信
任
問
題
が
絡
ん
だ
背
景
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
介
入
に
連
邦
軍
が
参
加

す
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
連
邦
議
会
の
採
決
が
あ
っ
た
。
同
年
八
月
二
九
日
、
議
会
は
、
賛
成
四
九

七
票
、
反
対
一
三
〇
票
、
棄
権
八
票
で
、
政
府
案
を
承
認
し
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
か
ら
一
九
名
、

９０
年
連
合
／
緑
の
党
か
ら
五
名
が
造
反
し
た
た
め
、「
赤
緑
」
単
独
で
の
過
半
数
に
は
達
し
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
一
月
一
六
日
の
採
決
で
は
、
本
来
派
兵
を
支
持
す
る
保
守
・
リ
ベ
ラ
ル
派
が
決
議
に

反
対
し
、
逆
に
派
兵
を
た
め
ら
う
一
部
与
党
議
員
が
賛
成
に
回
る
と
い
う
奇
妙
な
状
況
が
生
ま
れ
た
。

そ
こ
で
９０
年
連
合
／
緑
の
党
は
、
政
府
方
針
に
反
対
す
る
議
員
を
四
人
に
抑
え
、
過
半
数
を
わ
ず
か

二
票
上
回
る
三
三
六
対
三
二
六
と
い
う
僅
差
で
政
局
を
乗
り
切
っ
た
。
こ
う
し
て
実
現
し
た
ア
フ
ガ

表１０ 「９・１１」への対応の仕方をめぐるドイツの世論（２００１年１０月）

全独 西 東

テロは文明社会全体に向けられたものなので、欧州や他の国々は
米国と共同でも軍事的対抗措置をとる必要がある。

４５％ ５０％ ２５％

テロはまず米国に向けられたものなのだから、米国が軍事的対抗
措置をとるべきだ。

軍事攻撃はあるべきでない。紛争はあくまで平和的手段で解決す
べきだ。

１４％

３６％ ３４％

１２％

４６％

２１％

論 説
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ニ
ス
タ
ン
平
和
維
持
部
隊
へ
の
連
邦
軍
参
加
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
も
、
や
は
り
東
西
で
評
価
は
完
全
に
食

い
違
っ
た
（
表
１２（
３０
）

）。

覇
権
国
家
・
米
国
が
巨
大
な
軍
事
力
の
維
持
を
正
当
化

す
る
の
に
、
軍
事
面
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
格
好
の
標

的
と
な
っ
た
の
が
、
文
明
面
の
イ
ス
ラ
ム
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明

の
衝
突
」
論
は
、「
９
・
１１
」
を
、
自
由
と
民
主
主
義
に

基
本
的
価
値
を
置
く
西
欧
文
明
へ
の
イ
ス
ラ
ム
文
明
の
挑

戦
と
解
釈
す
る
素
地
を
形
成
し
た
。
こ
の
理
論
は
、
東
独

で
は
、
西
独
よ
り
も
は
る
か
に
冷
や
や
か
に
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二

年
一
月
の
時
点
で
、
文

明
間
の
一
種
の
戦
争
、

西
洋
キ
リ
ス
ト
教
世
界

と
イ
ス
ラ
ム
世
界
と
の

間
で
深
刻
な
紛
争
が
将

来
起
こ
る
可
能
性
に
つ

表１１ アフガニスタン攻撃への態度（２００１年１１月）

表１２ アフガニスタン平和維

持部隊への連邦軍参加

に関する賛否

（２００１年１１月）

全独 西 東

アフガンにテロリスト擁護を許さないと示す以外、米国に選択肢
はなかった。

５３％ ５６％ ３８％

結局市民が苦しむので、武力行使は拒否すべきだ。

武力行使によるタリバン壊滅でのみ、アフガンの政治的再出発が
可能だった。

３１％

４７％ ５１％

２７％

３７％

４６％

米国は、イスラム諸国民を憤激させ、状況をさらに悪化させた。

テロ撲滅に武力行使は間違った手段だ。イスラム諸国に開発援助
すべきだ。

３０％

２６％

２６％

２３％ ３７％

４６％

武力行使は何ももたらさない。アフガンのような国に対し勝利は
ない。

ドイツは大国なのだから武力行使に参加すべきだ。

全体が一つの大きな戦争に至るだろう。

ドイツは武力行使に参加すべきでない。

２０％

２９％

２２％

３０％ ２７％

２１％

２２％

２８％

４３％

２４％

１３％

３５％

東

２７％

５６％

西

５７％

２８％

全独

５１％

３４％

賛 成

反 対

統一ドイツの平和意識
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い
て
、
西
独
で
は
肯
定
派
と
否
定
派
が
拮
抗
（
と
も
に
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
東
独
市
民
の
間
で
は
「
起
こ
ら

な
い
と
思
う
」（
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
「
起
こ
る
と
思
う
」（
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
大
き
く
引
き
離
し（
３１
）

た
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
東
西
ド
イ
ツ
間
の
平
和
意
識
の
隔
た
り
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
の
ブ
ッ
シ
ュ
訪
独
を
前
に
急
速
に
縮
ま
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
八
万
人
以
上
が
反
ブ
ッ
シ
ュ
・
デ
モ
に
結
集
し
、
内
外
の
注
目
を
集
め
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
デ
モ
に
対
す
る
一
般

の
ド
イ
ツ
市
民
の
態
度
は
む
し
ろ
冷
淡
で
、
来
訪
前
日
（
二
一
日
）
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、
デ
モ
に
理
解
を
示
し
た
の
は
、
西

で
は
三
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
で
は
三
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
東
西
の
差
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ（
３２
）

た
。
こ
れ
は
、「
９
・
１１
」
の
衝

撃
で
、
そ
の
原
因
に
関
す
る
理
性
的
な
議
論
や
必
要
な
政
治
的
変
化
が
妨
げ
ら
れ
、
多
く
の
ド
イ
ツ
人
が
「
反
テ
ロ
戦
争
」
を
「
西
側

世
界
」
の
防
衛
と
受
け
止
め
、
こ
れ
と
ブ
ッ
シ
ュ
個
人
と
を
一
体
化
さ
せ
て
捉
え
た
た
め
だ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
軍
事
覇
権
主
義
を
推
進
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
対
し
、
ド
イ
ツ
の
世
論
は
、
決
し
て
好
意
的
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
〇
二
年
四
月
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
米
国
は
他
国
に
干
渉
し
す
ぎ
る
」
と
い
う
意
見
は
、
一
九
九
三
年
一

〇
月
よ
り
八
ポ
イ
ン
ト
増
（
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
）、「
米
国
が
世
界
の
紛
争
地
帯
に
介
入
す
る
の
は
、
自
国
の
利

益
の
た
め
だ
け
だ
」
は
七
ポ
イ
ン
ト
増
（
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
、
米
国
批
判
の
声
が
明
ら
か
に
高
ま
っ（
３３
）

た
。

こ
の
デ
ー
タ
で
は
、
東
西
別
の
数
値
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
正
反
対
の
結
果
で
な
く
、
東
西
ほ
ぼ
同
様

だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
を
経
て
、
米
国
へ
の
好
感
度
は
、
東
西
ド
イ
ツ
双
方
で
低
下
し
た
。
二
〇
〇
三
年
七
月
、「
米
国
人
が
好
き
」
と
答
え

た
割
合
は
、
西
で
は
二
年
前
に
比
べ
一
二
ポ
イ
ン
ト
減
（
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、
東
で
は
一
三
ポ
イ
ン
ト
減

（
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
っ（
３４
）

た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
米
国
に
よ
る
安
全
保
障
よ
り
も
対
仏
協
調
を
重
視
す

る
比
率
が
、
西
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
加
し（
３５
）

た
。

論 説
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四

東
独
市
民
の
「
平
和
志
向
」
の
背
景

「
ド
イ
ツ
統
一
」
の
実
態
は
、
西
独
に
よ
る
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
吸
収
合
併
で
あ
っ
た
。
政
治
・
経
済
・
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
、
エ
リ
ー

ト
層
は
西
独
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ（
３６
）

た
。
東
独
市
民
は
、「
二
級
市
民
」
と
し
て
、
そ
の
経
歴
や
価
値
観
、
生
活
意
識
を
こ
と
ご

と
く
否
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
東
独
市
民
の
多
く
は
、
支
配
的
言
説
に
抗
し
て
、
西
独
市
民
と
異
な
る
平
和
意
識

を
抱
き
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
冷
戦
の
影
響
が
考
え
る
が
、
こ
れ
は
二
つ
に
大
別
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
東
西
の
対
立
関
係
が
今
な
お
人
々
の
政
治
意
識
に

影
響
し
、
か
つ
て
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
連
邦
軍
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
側
面
で
あ
る
。「
自
由
主
義
陣

営
」
の
盟
主
で
あ
る
米
国
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
で
は
、
帝
国
主
義
支
配
と
文
化
的
退
廃
の
中
心
と
見
な
さ
れ
、
統
一
後
も
市
民
の
多
く
は
、

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
を
例
外
と
し
て
、
お
お
む
ね
批
判
的
な
米
国
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い（
３７
）

た
。
駐
留
米
軍
は
「
友
人
・
同
盟

者
」
で
は
な
く
「
占
領
者
」
と
見
な
さ
れ
、
ま
た
連
邦
軍
に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
を
認
め
る
割
合
は
西
独
よ
り
か
な
り
低
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
敵
の
イ
メ
ー
ジ
が
墨
守
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
旧
体
制
へ
の
回
帰
願
望
が
露
わ
に
な
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も

東
独
大
衆
が
併
呑
型
の
「
統
一
」
を
渇
望
し
た
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
、
冷
戦
が
及
ぼ
し
た
別
の
影
響
に
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。

冷
戦
の
特
に
前
半
期
、
西
側
で
は
「
平
和
」
の
語
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
た
の
に
対
し
、
東
側
で
は
「
平
和
」
の
価
値
が
強
調
さ
れ（
３８
）

た
。

Ｄ
Ｄ
Ｒ
で
は
、
建
国
初
期
か
ら
平
和
運
動
が
国
家
的
に
組
織
化
さ
れ
た
。
そ
の
上
部
組
織
は
、
一
九
四
九
年
五
月
に
発
足
し
た
「
平
和

闘
士
ド
イ
ツ
委
員
会
」(D

eu
tsch

es
K

om
itee

der
K

äm
pfer

fü
r

den
F

rieden
)

を
引
き
継
い
だ
「
ド
イ
ツ
平
和
委
員
会
」

(D
eu

tsch
es

F
rieden

skom
itee)

と
し
て
、
一
九
五
〇
年
五
月
に
ベ
ル
リ
ン
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
五
三
年
よ
り
「
ド

統一ドイツの平和意識
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イ
ツ
平
和
評
議
会
」(D

eu
tsch

er
F

rieden
srat)

、
六
三
年
六
月
よ
り
「
Ｄ
Ｄ
Ｒ
平
和
評
議
会
」(F

rieden
srat

der
D

D
R

)

と
い

う
名
称
で
、
世
界
平
和
評
議
会
の
一
員
と
し
て
、
平
和
・
国
際
緊
張
緩
和
・
軍
縮
を
求
め
る
国
際
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
。
代
表
は
、

初
代
が
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
に
も
な
っ
た
物
理
学
者
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
次
い
で
一
九
六
八
年
か
ら
八
九
年
ま
で
、

元
イ
ェ
ー
ナ
大
学
学
長
の
化
学
者
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ド
レ
フ
ァ
ー
ル
が
務
め
た
。

Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
平
和
運
動
は
、著
名
な
女
流
作
家
ア
ン
ナ
・
ゼ
ー
ガ
ー
ス
ら
の
関
与
も
あ
っ
て
、声
望
が
高
か
っ
た
。
一
九
六
九
年
六
月
二

一
〜
二
四
日
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
、
世
界
平
和
集
会(W
elttreffen

fü
r

den
F

rieden
)

が
開
か
れ
た
。
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ビ
ン
南
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
権
外
相
や
、西
独
の
指
導
的
神
学
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ニ
ー
メ
ラ
ー
ら
、一
〇
一
カ
国
か
ら
一
一
〇
二
名
が
参
加
し

た
と
い
う
こ
の
会
議
は
、ホ
ス
ト
国
Ｄ
Ｄ
Ｒ
に
と
っ
て
、外
交
的
閉
塞
状
態
を
脱
し
、
国
際
舞
台
へ
と
飛
躍
す
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。

軍
縮
・
民
族
独
立
・
反
植
民
地
主
義
・
反
人
種
主
義
・
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
運
動
は
、
し
か
し
、「
官
製
運
動
」
と
し
て
、
支
配
政
党

（
社
会
主
義
統
一
党
�
Ｓ
Ｅ
Ｄ
）
の
指
導
を
仰
ぎ
、「
帝
国
主
義
と
戦
争
」
に
対
抗
す
る
「
平
和
と
社
会
主
義
」
の
国
家
ド
ク
ト
リ
ン

に
資
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
平
和
と
社
会
主
義
と
の
関
係
は
、
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｄ
政
治
局
員
・
国
家
評
議
会
メ
ン
バ
ー
（
当
時
）
の
著

作
の
表
題
が
示
す
と
お
り
、「
社
会
主
義
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
平
和
が
確
か
に
な
る
」
と
い
う
一
面
的
な
も
の
で
、
そ
の
意
味

で
、「
平
和
」
の
主
張
は
、
現
存
社
会
主
義
体
制
に
よ
っ
て
道
具
的
に
利
用
さ
れ（
３９
）

た
。
そ
の
証
拠
に
、
平
和
主
義
は
、
戦
争
の
階
級
的

性
格
を
考
慮
し
な
い
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
否
定
さ
れ
た
。

異
論
を
認
め
な
い
政
治
的
不
寛
容
が
平
和
を
保
証
す
る
と
い
う
か
の
ご
と
き
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
教
条
主
義
は
、
八
〇
年
代
半
ば
、
個
人
の
人

権
と
平
和
を
結
び
つ
け
る
市
民
運
動
を
却
っ
て
生
み
出
し
た
。
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
自
由
化
・
民
主
化
を
求
め
る
異
論
派
の
運
動
と
、
国
際
環
境

の
変
化
と
を
背
景
に
現
出
し
た
の
が
、「
平
和
革
命
」
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
反
政
府
運
動
の
高
ま
り
に
対
し
、
流
血
の
「
中
国
式
解

決
」
が
懸
念
さ
れ
た
一
九
八
九
年
一
〇
月
九
日
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
、
非
暴
力
に
徹
す
る
こ
と
の
強
さ
を
内
外
に
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

論 説
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こ
の
「
平
和
革
命
」
の
精
神
的
遺
産
は
、
今
日
な
お
東
独
的
価
値
の
重
要
な
要
素
を
構
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

統
一
後
の
相
当
期
間
、
東
西
ド
イ
ツ
間
の
意
見
対
立
は
、「
東
独
市
民
は
、
民
主
主
義
や
市
場
経
済
を
理
解
し
て
い
な
い
」
と
、
彼

ら
の
意
識
の
「
遅
れ
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
勝
者
で
あ
る
多
数
派
の
西
は
、
敗
者
で
あ
る
少
数
派
の
東
か
ら
何
も
学
ぶ
必
要
は
な

い
と
い
う
暴
論
も
公
然
と
飛
び
交
っ
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
お
け
る
社
会
矛
盾
の
増
大
と
剥
き
出
し
の
「
力
の
支
配
」
の
現

出
は
、
社
会
的
公
正
や
非
暴
力
の
東
独
的
政
治
文
化
の
意
義
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ（
４０
）

た
。

五

む
す
び
に
か
え
て

二
〇
世
紀
後
半
の
特
徴
と
し
て
、「
平
和
」
は
、
東
独
で
は
断
然
一
位
（
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
）、
西
独
で
も
「
繁
栄
」（
八
一
パ
ー
セ

ン
ト
）
に
次
ぐ
二
位
（
七
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
座
を
占
め
て
い（
４１
）

た
。
二
一
世
紀
に
入
り
、
同
じ
く
ら
い
多
く
の
人
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

な
お
共
有
し
て
い
る
と
は
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。
あ
る
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
、
ド
イ
ツ
人
の
不
安
度
は
、
一
（
全
く
不

安
な
し
）
か
ら
七
（
と
て
も
大
き
な
不
安
）
の
平
均
四
・
三
五
で
、
一
九
九
一
年
の
調
査
開
始
以
来
、
前
年
（
四
・
四
二
）
に
次
い
で

二
番
目
に
高
か
っ（
４２
）

た
。
不
安
の
多
く
は
、
失
業
・
イ
ン
フ
レ
・
経
済
状
態
な
ど
、
身
近
な
社
会
問
題
に
起
因
し
て
い
る
が
、
対
外
問
題

で
も
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
テ
ロ
、
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
ド
イ
ツ
の
参
戦
に
「
大
き
な
不
安
」
を
抱
い
て
い（
４３
）

る
。

と
こ
ろ
が
、
連
邦
議
会
レ
ベ
ル
で
は
、
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
内
政
分
野
も
含
め
、
各
党
間
の
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
が
顕
著
に
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
、
冷
戦
終
焉
後
、
ド
イ
ツ
の
政
治
階
級
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
原
則
的
に
受
容
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
社
会
国
家
の
改
造
に
代
表
さ
れ
る
国
内
政
治
が
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
・
モ
デ
ル
の
亜
流
で
し
か
な
い
と

す
れ
ば
、
米
国
の
地
政
戦
略
上
の
覇
権
を
断
固
拒
絶
す
る
理
由
も
な
い
の
で
あ
る
。

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
資
本
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
の
自
由
化
、
公
的
部
門
の
民
有
化
、
規
制
緩
和
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な
ど
の
措
置
を
通
じ
て
、
必
然
的
に
敗
者
を
生
み
出
し
、
そ
の
生
存
基
盤
す
ら
破
壊
す
る
、
経
済
的
・
社
会
的
不
安
定
化
の
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
地
域
の
不
安
定
化
が
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
戦
略
の
貫
徹
に
不
都
合
だ
っ
た
り
（
ソ
マ
リ
ア
）、
豊
か
な
資
源
や
地
政
学
的
状
況
か

ら
、
西
側
諸
国
に
協
力
的
で
な
い
国
家
が
出
現
す
る
と
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
）、
し
ば
し
ば
国
際
的
な
軍
事
介
入
が
強
行
さ

れ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
の
展
開
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
覇
権
秩
序
に
よ
っ
て
保
証
す
る
志
向
性
は
、
既
に
一
九
九
九
年
四
月
二
四
日
の
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
新
戦
略
概
念
で
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
米
国
は
、
軍
事
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
て
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
米
軍
の
再
編

計
画
指
針
を
発
表
、
ド
イ
ツ
も
、
国
防
よ
り
国
際
活
動
を
優
先
さ
せ
る
連
邦
軍
の
再
編
案
を
提
起
し
た
。
二
〇
〇
四
年
三
月
一
一
日
に

ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ト
ル
ッ
ク
国
防
相
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
が
連
邦
議
会
で
表
明
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
連
邦
軍
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
伝
統

的
な
陸
海
空
の
編
成
か
ら
、
平
和
強
制
に
携
わ
る
三
万
五
〇
〇
〇
人
の
「
介
入
部
隊
」(E

in
greifskräfte)

、
平
和
確
保
に
携
わ
る
七

万
人
の「
安
定
化
部
隊
」(S

tabilisieru
n

gskräfte)

、
後
方
支
援
に
携
わ
る
一
三
万
七
五
〇
〇
人
の「
支
援
部
隊
」(U

n
terstü

tzu
n

gs-

kräfte)

へ
と
改
組
す
る
と
い（
４４
）

う
。
二
〇
〇
二
年
三
月
六
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
の
一
員
と
し
て

首
都
カ
ブ
ー
ル
に
駐
留
し
て
い
た
二
名
が
ミ
サ
イ
ル
爆
発
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
外
国
出
動
で
死
亡
し
た
ド
イ
ツ
兵

の
数
は
五
〇
名
以
上
に
達
す
る
が
、「
政
党
カ
ル
テ
ル
」
は
お
構
い
な
し
に
、
基
本
法
第
二
六
条
か
ら
の
乖
離
を
進
め
て
い
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
付
属
平
和
研
究
・
安
全
保
障
政
策
研
究
所
、
ヘ
ッ
セ
ン
平
和
紛
争
研
究
財
団
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ

ン
）
な
ど
、
ド
イ
ツ
の
五
つ
の
平
和
研
究
所
が
共
同
で
編
纂
す
る
年
次
報
告
は
、
こ
う
し
た
傾
向
を
厳
し
く
批
判
し
て
い（
４５
）

る
。
ド
イ
ツ

政
府
の
外
交
・
安
保
政
策
は
「
戦
略
的
理
性
と
軍
事
的
野
心
の
間
」
で
矛
盾
を
来
し
、「
世
界
中
で
戦
争
遂
行
」
す
る
能
力
の
あ
る
軍

隊
の
創
出
は
、
憲
法
の
要
請
を
破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、
安
保
政
策
上
説
得
的
な
需
要
分
析
に
基
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
」
と
「
帝
国
」
主
導
の
「
反
テ
ロ
戦
争
」
は
、
世
界
中
で
貧
富
の
格
差
を
拡
大
し
、
人
々
の
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安
全
を
脅
か
し
て
い
る
が
、
反
面
、
困
窮
と
不
安
の
構
造
に
立
ち
向
か
う
運
動
も
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
つ
つ

あ
る
。
ド
イ
ツ
の
平
和
運
動
は
、
９０
年
連
合
／
緑
の
党
が
、
コ
ソ
ヴ
ォ
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
問
題
で
、
武
力
行
使
反
対
の
原
則

的
立
場
よ
り
も
政
権
維
持
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
で
、
政
治
階
級
と
の
接
点
を
失
っ
た
も
の
の
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
批
判
の
運
動
と
の
国

際
的
連
携
に
活
路
を
見
出
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
三
日
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争
反
対
の
デ
モ
に
五
万
人
、
〇
三
年
二
月
一
五
日
、

イ
ラ
ク
戦
争
反
対
の
デ
モ
に
五
〇
万
人
を
集
め
ら
れ
た
の
は
、
そ
の
成
功
例
と
言
え
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
で
の
二
重
戦
略
に
成
功
し
た
後
、
ド
イ
ツ
は
、「
軍
事
的
野
心
」
を
募
ら
せ
、
自
国
お
よ
び
欧
州
の
軍
事
化
を
進
め
て

ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。
安
全
を
も
っ
ぱ
ら
軍
事
的
次
元
で
捉
え
、「
防
衛
」
概
念
を
根
本
的
に
変
質
さ
せ
、
予
防
戦
争
す
ら
肯
定
し
て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
に
加
担
す
る
よ
う
な
政
策
は
、
根
本
的
に
再
考
さ
れ
る
必
要
が
あ（
４６
）

る
。「
人
権
」
・
「
大
量
破
壊
兵

器
」
等
々
で
二
重
基
準
を
設
け
つ
つ
、
軍
事
力
を
背
景
に
、
地
球
大
で
最
大
限
の
権
力
・
影
響
力
・
経
済
的
膨
張
を
目
指
し
た
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
は
、
絶
滅
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
人
類
と
い
う
種
を
、
さ
ら
に
破
局
の
方
向
に
追
い
や
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
の
問
題
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
反
対
如
何
で
は
な
く
、
政
治
の
手
段
と
し
て
の
戦
争
そ
れ
自
体
を
是
認
す
る
か
ど
う
か
に

あ
る
。
武
力
信
仰
に
基
づ
く
暴
力
の
連
鎖
か
ら
脱
却
し
、
平
和
的
手
段
に
よ
る
平
和
の
実
現
を
目
指
す
に
は
、
東
独
市
民
の
経
験
的
主

張
が
今
こ
そ
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
増
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

【
本
稿
は
、
獨
協
大
学
の
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。】

（
１
）

V
gl.

Jü
rgen

E
lsässer,

D
er

d
eu

tsch
e

S
on

d
erw

eg.
H

istorisch
e

L
ast

u
n

d
aktu

elle
H

erau
sford

eru
n

g
,

K
reu

zlin
gen

/

M
ü

n
ch

en
2003,S

.11

―17.

（
２
）

V
gl.F

orsch
u

n
gsgru

ppe
W

ah
len

,P
olitbarom

eter.R
epräsen

tative
U

m
frage,K

W
30,K

W
32,K

W
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K
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K

W
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35,K
W

36
u

n
d

K
W

37.

（
３
）

武
者
小
路
公
秀
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
シ
ズ
ム

―
問
題
と
対
策
」『
ア
ソ
シ
エ
２１
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
二
〇
〇
四
年
二
月
号
。

（
４
）

T
obias

P
flü

ger,Z
w

iespältiges.D
ie

deu
tsch

e
R

olle
im

Irakkrieg,in
:

W
issen

sch
aftu

n
d

F
ried

en
,02

/2003.
（
５
）

D
er

S
piegel,10.F

ebru
ar

2003,S
.95

f.

（
６
）

D
eu

tsch
lan

d-T
ren

d,A
pril2003.h

ttp
://w

w
w

.tagessch
au

.de/th
em

a/0,1186,O
ID

1709058_N
A

V
_R

E
F

,00.h
tm

l

（
７
）

A
llen

sbach
er

J
ah

rbu
ch

d
er

D
em

oskopie
1984

―1992
,B

d.9,M
ü

n
ch

en
/A

llen
sbach

1993,S
.1073.

（
８
）

E
ben

da,S
.1055,A

llen
sbach

er
J

ah
rbu

ch
d

er
D

em
oskopie

1993

―1997
,B

d.10,M
ü

n
ch

en
/A

llen
sbach

1997,S
.1123

u
n

d
A

llen
sbach

er
J

ah
rbu

ch
d

er
D

em
oskopie

1998

―2002
,B

d.11,M
ü

n
ch

en
/A

llen
sbach

2002,S
.975.V

gl.F
ran

kfu
rter

A
llgem

ein
e

Z
eitu

n
g,14.Ju

n
i1995,S

.5.

（
９
）

イ
ア
ン
・
ブ
ル
マ
『
戦
争
の
記
憶

日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九
四
年
、
一
八
〜
一
九
ペ
ー
ジ
。Ian

B
u

ru
m

a,E
rbsch

aftd
er

S
ch

u
ld

.V
ergan

gen
h

eitsbew
ältigu

n
g

in
D

eu
tsch

lan
d

u
n

d
J

apan
,R

ein
bek

1996,S
.24.

（
１０
）

A
llen

sbach
er

J
ah

rbu
ch

d
er

D
em

oskopie
1984

―1992
,a.a.O

.,S
.1091.

（
１１
）

E
ben

da,S
.1088.

（
１２
）

E
ben

da,S
.1088

f.

（
１３
）

E
ben

da,S
.1090.

（
１４
）

E
ben

da,S
.1094.

（
１５
）

A
llen

sbach
er

J
ah

rbu
ch

d
er

D
em

oskopie
1993

―1997
,a.a.O

.,S
.1147.

（
１６
）

E
ben

da,S
.1147.

（
１７
）

E
ben

da
,

S
.1143

u
n

d
A

llen
sbach

er
J

ah
rbu

ch
d

er
D

em
oskopie

1998

―2002
,

a
.a

.O
.,

S
.979.

V
gl.

F
ran

kfu
rter

A
llgem

ein
e

Z
eitu

n
g,21.A

u
gu

st
1996,S

.5.

（
１８
）

A
llen

sbach
er

J
ah

rbu
ch

d
er

D
em

oskopie
1993

―1997
,a.a.O

.,S
.1102.

（
１９
）

「（
一
）
諸
国
民
の
平
和
的
共
存
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
こ
の
よ
う
な
意
図
で
な
さ
れ
た
行
為
、
と
く
に
侵
略
戦
争
の
遂
行

を
準
備
す
る
行
為
は
、
違
憲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
処
罰
さ
れ
る
。
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（
二
）
戦
争
遂
行
の
た
め
の
武
器
は
、
連
邦
政
府
の
許
可
が
あ
る
と
き
に
の
み
、
製
造
し
、
運
搬
し
、
お
よ
び
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

詳
細
は
、
連
邦
法
で
定
め
る
。」

（
２０
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
参
加
す
べ
き
侵
略
戦
争
を
準
備
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
と
り
戦
争
の
危
険
を
引

き
起
こ
し
た
者
は
、
終
身
自
由
刑
ま
た
は
一
〇
年
以
上
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。」

（
２１
）

た
だ
し
、
総
選
挙
と
「
赤
緑
政
権
」
発
足
の
狭
間
の
一
九
九
八
年
一
〇
月
一
六
日
、
旧
連
邦
議
会
が
、
コ
ソ
ヴ
ォ
紛
争
に
絡
ん
で
、
ト

ル
ネ
ー
ド
戦
闘
機
一
四
機
と
兵
員
五
〇
〇
名
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
指
揮
下
に
置
き
、
ユ
ー
ゴ
を
攻
撃
で
き
る
よ
う
決
定
し
て
い
た
。
こ
の
手
続
き
的

に
疑
わ
し
い
採
決
は
、
し
か
し
、
票
数
で
は
賛
成
五
〇
〇
票
、
反
対
六
二
票
、
棄
権
一
八
票
と
明
白
な
結
果
と
な
っ
た
。

（
２２
）

こ
の
党
大
会
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
空
爆
の
一
時
停
止
を
求
め
る
動
議
が
四
四
四
票
を
集
め
、
一
方
的
即
時
無
期
限
停
止
の
三
一
八
票
を

上
回
っ
た
。

（
２３
）

S
ü

d
d

eu
tsch

e
Z

eitu
n

g
,17./18.A

pril1999,S
.13.

（
２４
）

A
llen

sbach
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J
ah

rbu
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d
er

D
em

oskopie
1998
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（
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）

E
ben
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（
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）

F
ran

kfu
rter

A
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ein
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Z
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n
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n
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.5.

（
２７
）

A
llen

sbach
er

J
ah

rbu
ch

d
er

D
em

oskopie
1998

―2002
,a.a.O

.,S
.987.

（
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）

E
ben

da,S
.995.

（
２９
）

E
ben

da,S
.996.

（
３０
）

E
ben

da,S
.990.

（
３１
）

E
ben

da,S
.998.

（
３２
）

D
ietm

ar
W

ittich
,

G
rollen

im
C

on
tain

er.
U

m
fragen

zu
den

D
em

on
stration

en
w

äh
ren

d
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B
u

sh
-B

esu
ch

es,
in

:

F
reitag

,31.M
ai2002.

（
３３
）

D
er

S
piegel,18.M

ai2002,S
.27

f.

（
３４
）

F
ran

kfu
rter

A
llgem

ein
e

Z
eitu

n
g,23.Ju

li2003,S
.5.

（
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）

E
ben

da,14.M
ai2003,S

.5.
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（
３６
）

フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ィ
ル
マ
ー
「
東
独
エ
リ
ー
ト
の
社
会
的
抹
殺
と
差
別
」
フ
ィ
ル
マ
ー
編
『
岐
路
に
立
つ
統
一
ド
イ
ツ

果
て
し
な
き

「
東
」
の
植
民
地
化
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
参
照
。

（
３７
）

拙
稿
「「
ド
ル
帝
国
主
義
」、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
映
画
、
国
産
コ
ー
ラ

―
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
像
」『
２０
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
体

験
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
年
参
照
。

（
３８
）

V
gl.Joh

an
G

altu
n

g,D
ie

an
d

ere
G

lobalisieru
n

g.
P

erspektive
fü

r
ein

e
zivilisierte

W
eltgellsch

aft
im

21.
J

ah
rh

u
n

-

d
ert,M

ü
n

ster
1998,S

.188.

（
３９
）

V
gl.

W
ern

er
K

rolikow
ski,

J
e

stärker
d

er
S

ozialism
u

s

―d
esto

sich
erer

d
er

F
ried

en
.

A
u

sgew
äh

lte
R

ed
en

u
n

d

A
u

fsätze,B
erlin

1988.

（
４０
）

投
票
行
動
や
政
治
文
化
に
お
け
る
西
独
の
東
独
へ
の
接
近
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「「
東
風
は
西
風
を
圧
す
る
」
か
？

東
独
か
ら
見
た
一

九
九
八
年
連
邦
議
会
選
挙
」『
ド
イ
ツ
研
究
』
第
二
八
号
（
一
九
九
九
年
六
月
）
三
二
〜
三
三
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
４１
）

一
九
九
五
年
三
月
の
調
査
。A

llen
sbach

er
J

ah
rbu

ch
d

er
D

em
oskopie

1993

―1997
,a.a.O

.,S
.530.

（
４２
）

F
ran

kfu
rter

R
u

n
d

sch
au

,9.S
eptem

ber
2004.

（
４３
）

h
ttp

://w
w

w
.ru

v.de/in
dex.h

tm
?u

rl=/sitem
ap/sitem

ap.h
tm

%
3F

h
om

e%
3D

yes

（
４４
）

D
as

P
arlam

en
t,15./22.M

ärz
2004.

ち
な
み
に
、
ケ
ル
ン
の
枢
機
卿
ヨ
ア
ヒ
ム
・
マ
イ
ス
ナ
ー
は
、
こ
の
年
の
一
月
二
一
日
、

「
連
邦
軍
は
ド
イ
ツ
最
大
の
平
和
運
動
」
と
祝
福
し
、
軍
再
編
の
精
神
的
な
露
払
い
を
し
た
。

（
４５
）

V
gl.C

h
ristoph

W
eller

/U
lrich

R
atsch

/R
ein

h
ard

M
u

tz
/B

ru
n

o
S

ch
och

/C
orin

n
a

H
au

sw
edell

(H
rsg.),

F
ried

en
s-

gu
tach

ten
2004

,M
ü

n
ster

/H
am

bu
rg

/B
erlin

/W
ien

/L
on

don
2004.

（
４６
）

基
本
法
第
八
七
ａ
条
（
軍
隊
の
設
置
と
権
限
）
に
は
、

「（
一
）
連
邦
は
、
防
衛
の
た
め
に
軍
隊
を
設
け
る
。
軍
隊
の
数
字
上
の
勢
力
と
そ
の
組
織
の
大
綱
と
は
、
予
算
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
軍
隊
は
、
防
衛
の
た
め
に
す
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
基
本
法
が
明
示
的
に
許
す
か
ぎ
り
に
お
い
て
出
動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

論 説
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